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ウリ ハッキョ卒業式 
3/6（日）  神奈川中高 高級部 

3/19（土）  横浜初級学校 

3/20（日） 西東京第 2学校 

3/21（月） 神奈川中高 中級部 

 

 卒業を迎えた卒業生たち、そして子供達を卒業の日まで立派に育てた学父母の皆様に敬意を表すると

ともに祝賀を送ります。 これから同胞社会へと、世界へと、また学業へと羽ばたく卒業生たちにエー

ルを送ります。 頑張ってください！ 

卒園する 8人の児童（西東京第 2学校 3/20）    卒業生 3名（西東京第 2学校 3/20） 

 

朝鮮高校に「高校無償化」即時適用を求める大集会及びデモ行進が 2/26 に行わ

れました！ 
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同胞たちの一心団結の力で 
 3 月 11 日、マグニチュード 9.0、震度 7 という巨大地震が東北地方を襲いました。 また地震の後

に襲いかかった津波により沢山の死者、被災者を生む大震災へと発展しました。 

 何よりも今回の震災で亡くなられた方のご冥福をお祈りするとともに、1 日も早い復興をお祈りする

次第です。 今回、同胞たちも被害を受けたものの、現在同胞たちは宮城県仙台にある東北朝鮮初中級

学校、総聯岩手県本部、福島朝鮮学校などで避難生活をしています。 

 東北学校をはじめとする避難所には全国各地から集まった慰問金、慰問品などが届けられると同時に

直接手渡しにくるイルクン、同胞たちの姿がありました。 

 神奈川も 3 月 19 日に大量の救援物資を積んで東北朝鮮初中級学校に入りました！ 

 現地のイルクン、同胞たちは届いた救援物資を自転車やバイクに乗って同胞宅を訪問し、届けていま

す。 また、周辺の日本の皆さんにも炊き出しを行うなどの活動を行っています！ 

第 1次神奈川救援隊が見てきた東北学校の被害状況と被災地の様子 

    第 1 次神奈川救援隊のメンバー        支援金を手渡すウリ中北朝青委員長 

 

 中北支部にも同胞たちのサランオリン（愛のこもった）支援金及び救援物資がたくさん届いています。 

 支援金は 24 日現在で、 

 214,000 円が集まりました！ 

 引き続き、被災地と学校を支援する為の

支援金を受け付けます。 
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震災を乗り越えましょう！ 

第 1次神奈川救援隊が持って行った大量の救援物資 

 

宮城から届いた感謝メール（原文そのまま 3月 19 日 16：59） 

神奈川同胞から、先ほど沢山の支援物資を頂きました。凄い量の物資ですね! 数の問題ではないので

すが、今までで一番多いかと思います。 ライフラインが止まっている状態で、ガスボンベが大量に入

っていたので、これで沢山の同胞が温かい食事をすることが出来ます。本当にコマッスンニダ。 

また、沢山の燃料を頂けたので、遠くまで心配なく皆さんから頂いたサラン物資を運ぶ事が可能にな

りました。ところで、関東でも燃料が不足しているというのに、どうやってあんな沢山の軽油を確保し

たのでしょうか? この数日間で同胞のサランパワーには感嘆しっぱなしです。 早速、軽油で満タン

にした車が物資を積み各々の地域に出発しました。早く同胞の喜ぶ顔が見たいですし、その笑顔を皆様

にお届けしたいです。 みんなの心もガソリン満タンでメーターを振り切って活動しています。ここ宮

城は皆様のご厚情により震災前より素晴らしい街になりそうです。 この地震で崩れたり流されたりし

た家屋は沢山ありましたが、一世が築き上げた同胞社会の大黒柱はヒビも傾く事もなく、まっすぐ、そ

して美しくそびえ立っています。 大黒柱と土台さえしっかりしてれば、家の再建は何度だって可能で

す。この多くの支援は未来の同胞社会の青写真になるはずです。 自分たちは皆で力を合わせて未来の

子供たち、同胞社会全体が愛に満ち溢れ、安心して暮らせるステキな｢家｣を作っていきます。 

宮城では同胞サランの照明を片手に、同胞社会の未来予想図が少しずつ見え始めています。 

愛と杜の都、仙台より また報告します。 

 

 同胞ヨロブン、20 日には総聯医療団が被災地に入り医療活動を行うなど色々な形で被災

した同胞たちを助けています。 先ほども書いたように、被災地に入った救援物資や支援

金は現地のイルクン、同胞たちが手分けして被災した同胞たちの各家庭に配られています。 

 また、日本の方々にも分けられています。 これからも東北、茨城同胞たちを救援する

運動に積極的に参加してください！ 

「中北ニューイメージ構築 3 カ月運動」が始まりました！ 

 3 月 5 日の役員会議にて 3 ヶ月間に及ぶ運動が開始しました。（6 月 5 日まで） 

① 分会のニューイメージ 

② 民族教育のニューイメージ 

③ 先代が残してくれた財産を守る 

 大きく3つのニューイメージを構

築するために頑張ります！ 
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 「3 年目、頑張ります！」 

 西東京第 2 学校で通学バスを運転する、閔日出（ミン・イ

ルチュル）さん 67 歳。 （横浜市神奈川区在住） 

 今年で大和方面担当の通学バスの運転も 3 年目に入りま

す。 子供たちの笑顔とその日の「やる気」を受け持つ大事

な仕事です。  

 「大変な仕事ですが、子供たちといつもふれあえる、やり

がいのある仕事。 3 年目ですが、気を引き締めて頑張りま

す！ 応援してください！」と答えてくれました。 

 ミン先生、頑張ってください！ 

 

（ハンマディ＝一言） 歴史上まれにみる巨大地震と津波。 犠牲者は日に日に増え

ていく、そして心配なのが福島の原発。新聞やネットには色々な憶測の見出しなどが出ているが、今

や被災地のライフラインも多少戻りつつある状態です。 先日被災地、宮城のチョチョン員からこん

な通信がありました。「この同胞社会では、一世同胞が築いてくれた相互扶助の精神が今も脈々と受

け継がれています。この同胞社会の偉大さは今後も朽ち果てる事はないでしょう。そして今度はその

恩をいつか皆様に返せるよう宮城同胞一丸となって頑張って行きます！・・・大地は揺れても、決し

て揺るがない確かな繋がり、同胞社会の絆はしっかり生きています。」 

 なんていい言葉でしょう！ これからの同胞社会を担っていく朝青員が体で、自らの体験をもって

発している言葉なのです！  私も同胞社会のすばらしさ、そして同胞社会の為に働く事の素晴らし

さを、涙と共に、また新たに学びました。 

 東北、茨城は不死鳥のごとく奮い立つ事でしょう！ （慶）  

 

2011 年 4 月 中北地域、神奈川県の予定 

（震災の影響により予定が大幅に変更する場合があります） 

４月 ２日(土) 西東京第２学校 入学式 

４月 ３日(日) 横浜初級学校 入学式 

４月 ５日(火) 神奈川中高 入学式 

４月１５日(金) 太陽節記念中央大会（東京朝鮮文化会館） 

        第３回ウリカップ（ロイヤルスターＧＣ） 

４月１６日(土) 朝鮮人強制連行真相調査団総会（開港記念会館６号室 13：30～） 

４月２９日(金) 西東京第２学校 授業参観 

 

※4 月から 5月にかけて予定していた支部行事に関しては 26 日の支部常任委員会で取り決めて行きま

す。 本紙来月号にてお知らせいたします。 
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